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[bookmark: _GoBack]こんにちは、院長の山田です。日本全国、夏真っ盛り。この時期は、皆さんが夏バテをしていないか心配ですが、元気に過ごしていらっしゃいますか？さて、夏の風物詩といえば、花火や夏祭りを思い浮かべる人が多いかと思います。そして、ホラーや怪談、お化け屋敷なども、夏になると流行り出しますよね。テレビでは心霊特集が組まれたりしますが、なぜ夏になると増えるのか考えたことはありますか？幽霊やお化けがもしいるとしても、冬よりも夏に多く出てくるわけではなさそうですよね…。調べてみるとこれには、いろいろと理由があるようですよ。ひとつめは、興業的な理由です。時は江戸時代。その頃は当然、お芝居の会場に現在のような冷房設備は完備されていません。さすがに夏場は暑さからお芝居を見に来るお客さんは減ってしまい、大物役者は休みをとったり、地方巡業に出かけたりしたそうです。そのため、この時期は、脇役である役者の腕の見せ所でした。そこで彼らが取り入れたのが、普段は取り上げることのない怪談でした。　この怪談が大当たりしたことから、現代でも夏は怖い話が流行るようになったそうですよ。ふたつめは、生理的な理由です。人間は、恐怖や不安などを感じると、緊張感でいっぱいになります。肌などの表面の血流は急劇に低下して、まさに「血の気がひく」状態になります。血流が低下すると肌表面の体温も下がりますが、外気が暑いため寒気を感じる…というメカニズムだそうです。こういった理由から「夏は怪談・ホラー」という文化が定着して、風物詩として続いてきたと考えられます。だからといって、自ら体温を下げようと、ホラーや怪談ばかり見ていても心と体に負担がかかりますから、適度に楽しむようにしましょうね（笑）　ちなみに、日本で夏に怪談がもてはやされるのは、海外の人にはピンとこないそうです。どちらかというと、海外の人には、「ホラーは日が短くなる秋～冬のもの」だと考えている人が多いとか…。たしかに、ハロウィンなどお化けに仮装する海外のお祭りは秋ですものね。今年の夏は、日本特有の文化「夏は怪談」で涼み、盛り上がってみるのもいいかもしれません。それでは、夏バテ対策、熱中症対策を怠らず、体調を万全に整えて夏を乗り切りましょう！　　　　　　　　　　　　　　　　　　新潟鍼療センター院長　山田敏夫
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